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「あたらさん」的 生活考
【あたら 可惜】とは「もったいない」の
古語で「あたらしい」の語源になったと
いわれています。【あたら＝もったいない】
に【さん＝ SUN ＝太陽】の恵みをプラス
して、さまざまな情報を発信しています。

那須 由莉：らぴす舎・代表

多くの家庭実用書や生活情報誌の編集に携わる。
2005 年『暮しの手帖別冊・あたらさん』の編集
長として、創刊と同時に「しなの鉄道・信濃追分駅」
駅舎に「あたらさん編集室」を設置、別冊の休刊
後も継続して駅舎を借り、2021年まで運営。「もっ
たいない＝あたらさん」の知恵と心をコンセプト
に、編集・制作と創作活動を続ける。信濃追分駅
『オオヤマ桜を守る会』、軽井沢・借宿『ビオトー
プ KBS』のメンバー。
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冬の高原の駅は、雪景色と霧氷…自然が織りな
す四季折々の美しさにいつも魅せられていま
す。雪の積もった朝は、一番電車までに夜明け
前から除雪作業です。

し
な
の
鉄
道
で
最
も
寒
い
駅
舎
の「
防
寒
対
策
」
は
？

―
─
エ
コ
ラ
イ
フ
も
行
き
過
ぎ
に
は
要
注
意
―
―

　
無
人
駅
舎
に
編
集
室
を
開
設
す
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
、
信
州
の

テ
レ
ビ
局
か
ら
取
材
が
殺
到
し
た
と
き
、「
冬
も
こ
の
駅
舎
で
仕
事
を
？
」

と
必
ず
聞
か
れ
ま
し
た
。
県
内
で
も
特
別
に
気
温
が
低
い
避
暑
地
・
軽
井

沢
。「
夏
は
極
楽
だ
け
れ
ど
冬
は
地
獄
。
東
京
で
仕
事
し
た
ほ
う
が
賢
明
で

す
よ
！
」
と
言
わ
れ
、
ネ
ッ
ト
に
も
「
あ
ん
な
極
寒
の
地
に
常
駐
さ
せ
ら

れ
る
な
ん
て
、
編
集
者
が
気
の
毒
だ
。」
と
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、

し
な
の
鉄
道
の
職
員
の
方
に
は
「
我
々
は
軽
井
沢
駅
を
シ
ベ
リ
ア
と
呼
ん

で
ま
す
。
寒
さ
で
券
売
機
が
動
か
な
く
な
る
こ
と
も
。」
と
驚
か
さ
れ
『
軽

井
沢
駅
が
シ
ベ
リ
ア
な
ら
こ
こ
追
分
駅
は
ア
ラ
ス
カ
！
』
と
覚
悟
し
た
の

が
２
０
０
５
年
10
月
。

　
以
来
、
毎
年
12
月
ま
で
に
駅
舎
の
「
防
寒
対
策
」
を
済
ま
せ
ま
す
。
サ
ッ

シ
ュ
の
腰
板
部
分
や
窓
に
は
気
泡
緩
衝
材
（
＝
プ
チ
プ
チ
シ
ー
ト
）
を
貼
り
、

壁
に
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ボ
ー
ド
を
建
て
か
け
、
空
気
の
溜
ま
り
場
（
保

温
の
コ
ツ
で
す
）
を
作
り
ま
す
。
も
と
も
と
宿
直
室
だ
っ
た
寝
室
は
寒
冷
地
対

応
の
二
重
窓
で
す
が
、
分
厚
い
カ
ー
テ
ン
で
閉
め
切
っ
て
冷
気
を
遮
断
し

て
い
ま
す
。
床
に
は
塵
芥
集
積
所
に
届
け
ら
れ
た
マ
ッ
ト
レ
ス
を
頂
い
て

き
て
、
何
枚
も
重
ね
、
畳
の
上
に
も
カ
ー
ペ
ッ
ト
。
暖
房
は
入
居
当
初
は

エ
コ
を
意
識
し
て
、
知
人
か
ら
頂
い
た
火
鉢
に
地
場
産
の
炭
を
使
い
ま
し

た
が
、
あ
る
夜
、
猫
が
ま
ず
吐
き
、
夫
が
吐
き
、『
こ
れ
は
二
酸
化
炭
素
中

毒
！
』
と
這
っ
て
窓
を
全
開
に
…
と
い
う
恐
ろ
し
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見

舞
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
は
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
威
力
に
頼
る
こ
と
に
。

　
入
居
時
に
比
べ
る
と
、
し
な
鉄
の
ア
ラ
ス
カ
は
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ

う
、
幸
か
不
幸
か
、
年
々
、
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

待
合
室
の
一
角
に
一
昨
年
や
っ

と
暖
房
室
が
。
そ
れ
ま
で
は
ひ

ざ
掛
け
な
ど
を
備
え
て
防
寒
対

策
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
れ

や
れ
一
安
心
。


